
注意！

余り苗は直ちに泥の中に完全に埋めて処分して下さい！
補植用の苗を放置しておくと、いもち病の発生源に
なります。いもち病の発生は周辺圃場へも大きな影
響がありますので、早期発見・早期防除に努めてく
ださい。

これまでの気象経過
（４月１日～５月２２日：アメダス湯沢）

　雄勝管内の播種盛期は４月２４日（平年より１日早い）でした。育苗期間を通して高温で、
日照時間も平年より多く推移したことから、ハウス内の温度が高まり、苗の出芽や生育は
順調でした。
　田植え作業は、５月１８日頃から始まりました。田植え後は気温が高く、降雨日が少なく、
日照時間が多く推移したため、地温が高まり、苗の活着は順調でした。
　育苗期間中に、もみ枯れ細菌病等の苗腐敗症を発症させてしまったところでは、育苗箱
等の資材に病原菌が付着している可能性がありますので、十分洗浄し、消毒資材（「イチ
バン」５００～１，０００倍または「ケミクロンＧ」５００倍）での消毒を確実に実施しましょう。

（令和６年５月２３日発表）
【平均気温】平年並の見込みです。	 （低３０％・並４０％・高３０％）
【降 水 量】平年並か多い見込みです。	 （低２０％・並４０％・高４０％）
【日照時間】少ない見込みです。	 （低４０％・並３０％・高３０％）

東北地方予報【向こう１ヶ月の天候見通し】

目標茎数を確保しましょう！
雄勝地域の「あきたこまち」目標茎数
６月２５日～３０日頃　８～９葉期（有効茎決定期）
目標茎数４２０本／㎡確保（株当たり茎数の目安）●６０株／坪…２３本／株　●７０株／坪…２１本／株
※生育が遅れている場合は目標茎数まで分げつ促進を図ります。
※有効茎決定期は、天候により時期が前後する場合があります。
浅水管理による１次分げつの発生促進
　１次分げつの発生を促進するため浅水管理とし、水温と地温を高めましょう。日気温較
差を大きくすることで、第３～６節の１次分げつの発生が促進されます。
異常還元時の適切な水管理
　高温が続くと水温や地温が高くなり、藻類の発生や土壌の異常還元（ワキ）を助長して、
初期生育が抑制されるため、気温の低い早朝や雨の日に、水の入れ替えを実施しましょう。
中干し（または深水管理）による分げつ制御
　目標茎数（７０株／坪の場合は２１本／株）を確保したら、６月下旬を目途に、中干しまた
は深水管理で、無効茎の発生を抑制します。中干し期間は７～１０日位とし、中干しの程度
は田面に亀裂が１～２㎝入り足跡がつく程度です。中干し終了後は間断かん水とし、土壌
を酸化的に保って根の伸長を促進しましょう。
溝切りの適切な実施について
　田面の均平が悪く落水しにくい場合や排水不良田は、溝切りを行いましょう。溝切りを
行うと水の回りが早くなるため、水不足が心配されるようなところでは、効率的な水管理
を行うことができます。また、排水も素早く行うことができ、中干しの効果が高まります。
さらに、登熟後半まで水管理が可能となるため、根の活力が維持され、登熟歩合の向上に
繋がります。
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雄勝稲作情報



　水稲はケイ酸や苦土等の微量要素を土壌から吸収しています。
　微量要素の施用は、米の生産性や品質の向上、異常気象（高温、低温、強風等）に強い
稲づくりに繋がります。
　微量要素入り肥料（例）

肥　料　名 種　類 施肥量
（㎏／１０ａ） 施肥時期 備　　　　　考

けい酸加里
ケ イ 酸
含有肥料

２０㎏
６月下旬
～

７月上旬

①倒伏抵抗性が高まる　⑤食味向上
②根の活力向上　　　　⑥病害虫被害の軽減
③有効茎歩合の向上　　⑦葉身の老化軽減
④登熟歩合の向上　　　⑧ワキの発生抑制

サンメイト ３０㎏
Ｋ Ｓ Ｋ ２８ １．４㎏
マ グ ホ ス リ ン 酸

含有肥料
２０～４０㎏ ①根の活力向上　　　　③登熟歩合向上

②有効茎歩合向上ＰＫ化成４０号 ２０㎏

○	ノビエやホタルイが残草すると圃場内がアカスジカスミカメの産卵・繁殖場所となりま
す。適期を逃さず、中・後期除草剤で処理しましょう。

残草の種類 除　草　剤　名 使用時期（移植水稲） 使用方法 成分数

ノビエのみ

クリンチャー１キロ粒剤
１㎏／１０ａ…
	移植後７日～ノビエ４．０葉期まで
１．５㎏／１０ａ…
	移植後２５日～ノビエ５．０葉期まで 湛水散布 １

ヒエクリーン１キロ粒剤
ワンステージ１キロ粒剤 移植後１５日～ノビエ４．０葉期まで

トドメＭＦ１キロ粒剤 移植後１４日～ノビエ５．０葉期まで

ノビエ及び
ホタルイ、
コナギ、
オモダカ等

レブラス１キロ粒剤
ゲパード１キロ粒剤 移植後１４日～ノビエ４．０葉期まで 湛水散布 ４

ヒエクリーンバサグラン粒剤 移植後１５日～ノビエ４．０葉期まで
ごく浅く
湛水して
散布

２
クリンチャーバスＭＥ液剤
トドメバスＭＦ液剤※

移植後１５日～ノビエ５．０葉期まで
※	トドメバスＭＦ液剤はノビエ６．０葉期まで
使用量１０００ml／１０ａ
散布液量７０～１００Ｌ／１０ａ

落水もし
くはごく
浅く湛水
して散布

藻類、カナ表層はく離用除草剤 使用時期（移植水稲） 使用方法 成分数
モ ゲ ト ン 粒 剤 藻類・表層はく離発生時、収穫４５日前まで 湛水散布 １
クリアホープフロアブル 移植直後～ノビエ１葉期まで（移植３０日以内） ２

　除草剤の使用時期については、上記のノビエ葉齢期よりも早めの散布で効果が高まります。

微量要素肥料の追肥（調節肥）で異常気象に強い稲を！

初・中期除草剤使用後の残草対策

　葉いもちは例年６月２０日～２５日頃には感染、７月上旬には病斑が見え始めます。サンブ
ラス粒剤（３㎏／１０ａ）やオリゼメート粒剤（２㎏／１０ａ）は防除効果を発現するまでに、
散布後約７日を要しますので、６月１５日頃までに散布します。
　田植え前や移植時の箱施用剤（いもち剤入り）や、移植時のペースト混和剤（いもち剤
入り）を使用していない場合には、確実に散布しましょう。
　また、散布時は湛水状態で田面に均一に散布して下さい。
６月１５日頃まで

サンブラスや
オリゼメート
散 布 時 期

（１週間後→） ６月２０日
～２５日頃

い も ち 病
感 染 時 期

（１週間後～
１０日後→） ７月上旬

いもち病斑が
見え始めます

稲に吸収さ
れるまでの
期 間

感 染 か ら
発病までの
期 間

●サンブラス粒剤やオリゼメート粒剤の散布は感染前に！
葉いもちの予防対策を徹底しましょう！

●いもち病を見つけたら！
　ブラシン剤、ノンブラス剤、トライ剤（予防剤と治療剤の混合剤）の茎葉散布を実施し、
その後、必要に応じてビーム剤を追加散布します。
※	フサライド剤（ラブサイド、ブラシン）、トリシクラゾール剤（ビーム、ノンブラス）
の本田での総使用回数はそれぞれ３回以内、テブフロキン剤（トライ）は２回以内なの
で注意してください。
　なお、育苗段階の使用もカウントされます。

薬　　剤　　名
剤 型

粉 剤 Ｄ Ｌ
３～４㎏／１０ａ

ゾル　１，０００倍
１００～１５０Ｌ／１０ａ

フロアブル　１，０００倍
１００～１５０Ｌ／１０ａ

ノ ン ブ ラ ス ○ ○
ブ ラ シ ン ○ ○
ビ ー ム ○ ○
ト ラ イ※１ ○
	 ※１　トライは６０～１５０Ｌで１，０００倍

《いもち病ズリコミ圃場の様子》

【葉いもち用水面施用剤を散布する際の注意点】
・湛水状態で田面に均一に散布し、散布後４～５日間はかん水を行わない。
・周辺環境に配慮し、散布後７日間は落水やかけ流しをしない。

「守ろう　農薬ラベル、確かめよう　周囲の状況」６／１から８／３１までは「農薬危害防止運動」の実施期間です。
農薬によって使用量や希釈倍数、使用時期や使用方法等が異なりますので、使用前には  必ずラベルをよく読み適正に使用して下さい。
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